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はじめに
特別支援学校における「授業」について、田口
（1996）は「従来、授業とは教師が教材を媒介にし
て指導し、児童生徒は受動的に教師の指導を受け入
れて学習する活動を意味していた。（中略）しかし、
近年、児童生徒の主体的活動が重視されるようにな
り、自発的に周囲の環境に働きかけて、それとの相
互作用で学習していく過程と見直されるようにな
り、教師は人的環境、教材は物的環境としての役割
を担うようになった」と述べている。また、湯浅
（1997）は「本来、授業とは知識や技能を注入する
受動的な学習ではなく、学習意欲を引き出し、子ど
もが教材を介して学習内容に能動的に挑む過程であ
る」と述べている。
村中・小沼・藤原（2009）は、特別支援学校（知
的障害）における小集団指導の授業で、教室内の物
理的環境設定による児童の課題遂行と逸脱行動に及
ぼす効果、あわせて児童の主体的な課題遂行と他児
とのやりとりの力を高めるための係活動の設定条件
や指導手順の検討を行った。その結果、児童の動き
やすさを配慮した机と椅子の配置、それに伴う児童
の着席位置といった物理的環境設定を改善すること
により児童の課題遂行は高まり、逸脱行動が低減さ
れた。また児童が係を遂行できる条件としては、児
童が係活動を理解して遂行できる「手がかりとなる
教材」を形成し導入することによって、主体的な係
活動の遂行に結びつき、係活動のなかに児童同士の
やりとりを含めることによって児童相互のやりとり
が促進されたと述べている。さらに指導手順におい
ては目標とする行動が生起するためのプロンプトを
適宜用いていくことが必要であると同時に、児童の
応答行動を高めるためには児童の注意を喚起させて
いくことが重要であることが述べられている。
このように、近年、特別支援学校の授業における
児童生徒の主体性、自発性が重視されている。児童
生徒の主体的・自発的な行動は人的・物的環境との
相互作用のなかで生起するものであると捉え、その
視点によって授業づくりをしていくことが重要であ
る。
知的障害や自閉症の児童生徒が主体的・自発的に
活動できるための物理的環境設定の一例としては、
TEACCHプログラムにおける物理的構造化が一定
の成果があると報告されている（青山，1995；
Yamada,S.,Kobayashi,N.&Sasaki,M.,2008）。ま
た、知的障害や自閉症の児童生徒に対して絵や写真
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カード、スケジュール表などの視覚的教材を用いる
ことによって主体的・自発的に行動を促進・維持す
ることも報告されている（霜田，2002；五十嵐・武
蔵，2005）。
特に、視覚的教材を授業において用いていくこと
は、TEACCHプログラムにおける物理的構造化に
比し簡易に学校教育や授業の中に取り入れることが
できるものと考えられる。視覚的教材としては、絵・
写真・文字、それらを用いたスケジュール表などさ
まざまなものが使用されるが、近年の IT機器の発
達・普及に伴って、学校教育や授業において多く用
いられるようになった（為川・橋本，2000；為川，
2007）。そのなかでも、デジタルカメラも手軽に利用
できるようになってきた。デジタルカメラの利点と
して、①撮影が簡単、②撮影した画像を即時に再生・
プリントアウトができる、③撮影した画像そのまま
でも視覚的教材として利用できる、④パソコンに取
り込むことによって教材としてさらに加工ができ
る、⑤経費が比較的かからないなどがあげられ（霜
田，1998）、視覚的な教材がより有効とされている特
別支援学校において、デジタルカメラで撮影した画
像を利用する利点が考えられる。
このようにデジタルカメラで撮影した画像を視覚
的教材として特別支援学校の授業に活用し、その効
果を検討していくことは、今後、特別支援学校での
授業づくりの際、視覚的教材を用いる条件や方法を
見いだすことになり、その条件や方法によって視覚
的教材を授業において用いていくことが児童生徒達
が自発的な行動を促すことにつながると考えられ
る。特に視覚的教材としての手がかりがない場面と
ある場面での生徒の行動や教師の指示・質問に対す
る反応を比較、検討することは、視覚的教材の有効
性や設定条件を検討することは重要であると考えら
れる。また、村中・小沼・藤原（2009）が指摘する
ように、児童生徒の応答反応を促すには、児童生徒
の注意を引くことが重要であり、視覚的教材の導入
によって児童生徒の注意がどのように変化するかを
検討することは重要であると考えられる。
そこで、本研究では視覚的教材としてのデジタル
カメラの画像を用いた授業づくりの検討として、1
日の学習の様子をデジタルカメラで撮影し、その画
像を「帰りのホームルーム」にて生徒達に提示する
ことによって、① 1日の学習した内容に関する教師
の質問に対して生徒達の応答を促すことができる
か、②発言している生徒へ他の生徒の注目を促すこ
とができるかを検討することを目的とする。また、
③デジタルカメラの画像を用いることが授業者に
とってどのような効果があるのかを検討することを
目的とする。
方 法
１．対象学級および生徒
特別支援学校（知的障害）に在籍する中学部 3年
生 6名（男子 3名・女子 3名）であった（表 1）。対
象学級は 2名の教師が担当していた。この学級は中
学部 1年次よりクラス替えはなく、同じ生徒構成で
中学部 3年に進級していた。
生徒達の IQ（知能指数）は田中・ビネー式知能検
査による数値であり、多くの生徒が IQ30以下で
あった。また、教師からの指示理解に関しては、生
徒がわかることばを用いた場合、サインやジェス
チャーを交えた指示の場合、状況判断も可能な場面
では、指示理解できることもあるが、音声言語のみ
での指示では、指示内容を理解できないことも多
かった。表出言語に関しては生徒 Bを除いて、表出
言語がある生徒たちであったが、単語レベルでの表
出や 2語文・3語文での表出が中心であった。
各生徒の特性は次の通りであった。
生徒Aの指示理解としては、本人にわかることば
を用いたり、状況や場面から判断できるような指示
を用いたりした場合は理解できることが多かった。
また表出言語はあるため、慣れている人やリラック
スできる場面では、自ら音声言語で意思を伝えるこ
とができた。しかし、人前で発表する際に緊張をし
てしまうことが多く、授業場面においては自ら発表
することはなく、また発表する時にも教師の質問に
○×で応える形式が多かった。
生徒 Bに関しては、音声言語の表出はなく、また
他者からの音声言語による指示を理解することが困
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難な生徒であった。そのためコミュニケーション手
段としては、写真カードやサインが用いられていた。
写真カードを指さしすることやサインによって、教
師側からの指示を理解したり、本人からの意志表出
を行っていたりした。
生徒 Cの指示理解としては、本人にわかることば
を用いたり、状況や場面から判断できるような指示
を用いた場合は理解できることが多かった。また表
出言語はあるが、有声音になりづらいため、いわゆ
る「しゃがれた声」での話になり、話し声の大きさ
も集団の中では聞き取りにくいことが多かった。ま
た 1～ 2語の単語を並べて表出する話し方であっ
た。
生徒 Dの指示理解としては、音声言語より、状況
や場面から判断できるような指示や見本を示すこと
によって理解できることが多かった。また表出言語
は 1単語で自分の意思を伝えることが多く、挨拶等、
決まったパターンでの表出は可能であったが、語彙
が十分でないために自分の意思を伝えきれず、泣き
出すこともあった。
生徒 Eの指示理解としては、音声言語による指示
では短く、具体的に指示することによって理解が可
能であった。しかし、指示を勘違いして捉えて行動
することもあった。表出言語としては、音声言語に
よって文として意思を伝えることができたが、注意
が転導しやすいために、話題がすぐに変わったり、
他者の話の興味ある部分のみに反応して話しをした
りすることが多く、会話が長続きしない傾向であっ
た。
生徒 Fの指示理解としては、少々長い音声言語に
よる指示でも理解可能ではあった。同時に周囲の状
況を見ながら行動できる生徒であった。表出言語と
しては、単語で意思表示をすることができた。しか
し、構音が明確でないために「ん～」「んんん」など
と音だけで相手の注意を引いて、指さしや話すこと
ができる単語のみで意思表示をすることが多かっ
た。
２．対象とした授業
1日の最後に行われる「帰りのホームルーム」を対
象の授業とした。「帰りのホームルーム」を対象の授
業とした理由としては、次の通りであった。
①特別支援学校で「帰りのホームルーム」を設定
していることが多く、また毎日実施されるもの
であるため、その内容を充実させる必要がある。
②「帰りのホームルーム」は毎日繰り返されてい
る授業であり、授業の流れそのものは生徒達が
既習されているため流れそのものを指示・教示
する必要がなく、教師－生徒間での質問・応答
を焦点化して検討することが可能である。
③「帰りのホームルーム」の学習活動のひとつと
して、1日の学習した内容の振り返りを行ない、
学習内容の定着を促していくことがある。その
方法として、教師が生徒達に対して、学習した
内容を答えられるような質問をし、それに応答
することがあげられる。しかし、音声言語を中
心とした質問－応答の形式では、クラス全員に
対応できるとは限らないため、音声言語を中心
とした質問－応答のやりとり以外の方法を検討
する必要がある。
３．「帰りのホームルーム」の流れ
「帰りのホームルーム」の流れは次の通りであっ
た。
①「帰りのホームルーム」始まりのあいさつ
②本日の学習内容の振り返り・発表：
ア)教師が「今日、何を勉強したか発表してくれ
る人？」の問いを行い、各生徒は挙手をして発
表の意思表示を行った。
イ)教師は挙手した生徒を指名し、「今日は何を勉
強しましたか？」と質問をして、生徒が 1日の
学習活動を振り返って、印象に残った学習活動
を発表した。原則、全員が発表することになっ
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表１ 各生徒の生活年齢・知能指数および
ことばの様子
生徒 A  B  C  D  E  F
 
CA  15-1  15-8  15-1  15-3  15-9  15-0
 
IQ  25  13  33  23  29  28
表出言語 あり なし 単語 単語 あり 単語
CA：生活年齢 IQ：知能指数（田中・ビネー式）
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ており、自発的に挙手がない生徒に対しては、
教師からの指名によって発表が行われた。生徒
に対する質問の仕方においては、各生徒の反応
性に応じて、本人のわかりやすいことばを用い
たり、○×で選択できる質問の仕方をしたりし
た。また、音声言語を表出することが困難な生
徒に関しては、教師の質問に対して、うなずく、
何かを指さす等の動作による反応を行えるよう
な質問をした。
③生徒が発表した学習活動に対して、「何をがんばっ
たか」等の質問も行った。質問方法は②の記述と
同様であった。
④明日の予定の確認
⑤帰りのあいさつ
４．「帰りのホームルーム」における本日の学習内容
の発表の場面設定
「帰りのホームルーム」における本日の学習内容
の発表では、次のような 2場面を設定した。
①?デジタルカメラ画像表示なし場面>：教師が「本
日の学習内容の発表」を指示する際、音声言語の
みで質問を行い、デジタルカメラで撮影した画像
は表示しない場面であった。
②?デジタルカメラ画像表示あり場面>：教師が「本
日の学習内容の発表」を指示する際、デジタルカ
メラで撮影した画像をモニターによって表示する
場面であった。デジカメあり場面では画像の様子
を尋ねる質問等もした。
５．デジタルカメラによる１日の活動の撮影
デジタルカメラを用いて、その日の生徒達が学習
している場面、または学習する際に用いた教材・器
具・道具などを撮影した。撮影者は教師であったが、
特定の者が撮影するとは決めておらず、適時撮影で
きるようにカメラを教師の手の届くところへ置いて
おいた。各生徒が各授業において 1枚以上撮影され
るように配慮をした。撮影した画像は「帰りのホー
ムルーム」の?デジタルカメラ画像表示あり場面>
にてモニターに表示するために使用した。
６．デジタルカメラ撮影画像の表示方法
デジタルカメラで撮影した画像は、一度、パソコ
ンに取り込みを行い、各生徒ごとにまとめたうえで、
インデックス表示を行った。画像を表示したモニ
ターはパソコン用のモニターではなく、大型のテレ
ビモニターを用いた。モニターには横 4枚、縦 3枚
の合計 12枚の画像が表示されるようにした。また必
要に応じて画像を 1枚ずつ表示を行った。
７．教室配置図
教室の配置図を図 1に示した。各生徒は机がある
状態で着席をしており、発表をする際には前方に出
てきて 1日の活動を振り返って発表をした。進行役
の教師が前に立ち、生徒への質問等を行い、補助役
の教師が必要に応じて各生徒への支援を行った。
８．観察・分析方法
⑴ ?帰りのホームルーム」における生徒の行動の
観察・分析
「帰りのホームルーム」（?デジタルカメラ画像表
示なし場面>?デジタルカメラ画像表示あり場面>の
両場面）を各 3回ずつビデオ撮影し、次の項目に関
して、観察・分析を行った。
①教師の指示への反応：教師の「発表してくれる
図１ 教室配置図
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人？」の指示に対する挙手または発言の有無を
観察した。?デジタルカメラ画像表示なし場面>
?デジタルカメラ画像表示あり場面>の両場面
において、各生徒の反応の有無を分析した。観
察・分析に用いた「帰りのホームルーム」は各々、
ビデオ撮影をした第 1回目の場面であった。
②教師の質問に対する応答：1日の学習について
振り返えりの発表をすることになった生徒に対
して、教師が質問（「今日は何を勉強したの」等）
を行い、それに対する各生徒の発言および動作
での応答を観察した。教師の質問に対する応答
率を次のように算出した。
?生徒の発言および動作／教師の質問×100>
③生徒 Eの発表時における他の生徒の注目行
動：生徒 Eが 1日の学習を振り返り、発表して
いる時における生徒 Eへの他の生徒の注目行
動を観察した。生徒 Eへの注目を観察対象とし
た理由としては、6名の生徒のうち、表出言語が
あり、また教師の問いかけに対する反応も高い
ため、生徒 Eが発言したり、行動したりするこ
とに対しては周囲の生徒が注意を向けやすい状
況が普段よりあるためであった。生徒 Eに対す
る各生徒の注目時間率を次のように算出した。
?注目時間／生徒 Eの発表時間×100>
⑵ ?帰りのホームルーム」における教師の行動の
観察・分析
教師の発言数の観察・分析：撮影した「帰りのホー
ムルーム」のビデオをもとに、?デジタルカメラ画像
表示なし場面>?デジタルカメラ画像表示あり場面>
の両場面における教師の生徒への質問について、1
回の生徒の機会における質問回数を観察した。各生
徒に対する発表機会における質問回数の平均を算出
した。
⑶ デジタルカメラの画像を用いた授業を実施す
る際の有効性・簡易性・汎用性の検証
デジタルカメラの画像を用いて「帰りのホーム
ルーム」を実施することの有効性、簡易性等につい
て、表 2に示す項目にて教師にアンケートを 5段階
（①とてもそう思う、②そう思う、③どちらとも、
④そう思わない、⑤とてもそう思わない）と自由記
述で回答してもらい、指導の目的の妥当性、デジタ
ルカメラの画像を用いる方法の有効性、デジタルカ
メラの画像を用いる授業の実施しやすさ、今後の汎
用性について検証した。
結 果
１．教師の指示に対する挙手または発言の有無
教師の「発表してくれる人？」という 1日の振り
返りをしてくれるための指示に対する挙手または発
言の有無を表 3に示した。
生徒 E・Fは?デジタルカメラ画像表示なし場面>
?デジタルカメラ画像表示あり場面>の両場面にお
いて教師の指示に対して挙手または発言をした。生
徒 Cは?デジタルカメラ画像表示あり場面>で挙手
をした。それ以外の生徒は発表するための促しが必
要であった。
表２ 教師へのアンケート
1．?指導目的の必要性>
教師の質問への応答・発表生徒への注目を促すことを目的とし
た指導は生徒達にとって必要な指導でしたか？
2．?デジタルカメラ画像を用いる方法の有効性 1>
「帰りのホームルーム」にて 1日の振り返りをする際、デジタ
ルカメラの画像を用いることは、教師からの質問に対して生徒達
の応答を促すために有効だったと思われますか？
3．?デジタルカメラ画像を用いる方法の有効性 2>
「帰りのホームルーム」にて 1日の振り返りをする際、デジタ
ルカメラの画像を用いることは、発表をする生徒への注目を促す
ために有効だったと思われますか？
4．?指導の効果>
指導の効果はあったと感じますか？
5．?デジタルカメラの画像を用いた授業の簡易性>
先生が進行役をする際、デジタルカメラの画像があると「帰り
のホームルーム」の進行が行いやすかったですか？
6．?デジタルカメラ画像操作の簡易性>
デジタルカメラの画像をモニターに表示させる方法は簡易でし
たか？
7．?デジタルカメラの汎用性>
他の授業においてもデジタルカメラの画像を教材等で利用した
と思いましたか？
また、どのような授業で用いたいですか？
表３ 教師の教示に対する挙手または発言の有無
生徒 A  B  C  D  E  F
デジカメなし － － － － ● ●
デジカメあり － － ● － ● ●
●：反応あり －：反応なし
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２．教師の質問に対する応答
1日の学習を振り返えり発表をすることになった
生徒に対して、教師が質問（「今日は何を勉強したの」
等）を行い、それに対する各生徒の発言および動作
での応答率の平均を図 2に示した。
生徒 Fは?デジタルカメラ画像表示あり場面>よ
り?デジタルカメラ画像表示なし場面>の方が教師
の質問に対する応答率が高かったが、それ以外の生
徒では、?デジタルカメラ画像表示あり場面>におい
て、教師の質問に対する応答率が伸びた。特に生徒
A・B・Dに関しては、?デジタルカメラ画像表示な
し場面>より?デジタルカメラ画像表示あり場面>
の方が 2倍から 3倍の応答率の増加が見られた。
生徒Aは、?デジタルカメラ画像表示なし場面>で
は、教師に質問されたことにうなずく程度の反応を
示すだけであったが、?デジタルカメラ画像表示あり
場面>では、教師の「○○はどれ？」などとモニター
に映し出された画像を指さしする行動が増えたこと
によって反応率が増加した。また、小さな声ではあ
るが、モニターに映し出された友達や教師の名前を
言うこともあった。
生徒 Bに対しては?デジタルカメラ画像表示なし
場面>においては、本人が使用しているコミュニケー
ション手段である写真カードを用いて、「今日、勉強
したことはどれ？」などと質問をすると、写真カー
ドそのものを指さすことはあったが、必ずしもその
日に学習した内容をさしているわけではなく、目の
前に出された写真カードを指さすだけのことが多
かった。?デジタルカメラ画像表示あり場面>ではモ
ニターに映し出された画像を指さしする行動が増え
たことによって反応率が増加した。
生徒 Dは?デジタルカメラ画像表示なし場面>で
は、教師が質問したことばから本人が知っているこ
とばを単に繰り返して言っていることが多かった
が、?デジタルカメラ画像表示あり場面>ではモニ
ターに映し出された画像の様子を単語で答える等の
反応が増えたことによって反応率が増加した。
生徒 C・Eに関しては、?デジタルカメラ画像表示
なし場面>においても教師の質問に対する反応率は
他の生徒に比較して高かったが、教師の質問のこと
ば?デジタルカメラ画像表示あり場面>の方がその
反応性がより高くなった。
生徒 Fに関しては?デジタルカメラ画像表示なし
場面>では、教師の質問に対して単語で答えること
ができていたが、?デジタルカメラ画像表示あり場
面>では、教師の質問に対して考え込む様子が見ら
れ、再度、教師が質問をするといったことがあった。
３．発表している生徒Ｅへの注目時間率
生徒 Eの発表時における他の生徒の生徒 Eへの
注目時間率の平均を図 3に示した。
生徒 Eは 1日の活動を振り返って発表する際に、
本人が作業学習において作成した製品を見せながら
発表することが多かった。生徒Aは?デジタルカメ
ラ画像表示なし場面>の方がより生徒 Eの発表に注
目する時間の割合が高かった（生徒Aは生徒 Eと同
図２ 質問に対する発言率および動作での応答率
図３ 発表している生徒への「注目時間」率
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じ作業班であった）。生徒Aを除いては?デジタルカ
メラ画像表示あり場面>の方がより生徒 Eへの注目
率が高かった。特に生徒 B・Dは?デジタルカメラ画
像表示あり場面>において生徒 Eがデジタルカメラ
の画像を説明している場面に対して注目することが
多かった。
４．教師からの各生徒に対する質問機会における質
問回数
生徒の発表時における教師から生徒への質問に関
して、1回の生徒の発表機会における平均質問回数
を図 4に示した。
生徒 Eに関しては?デジタルカメラ画像表示なし
場面>?デジタルカメラ画像表示あり場面>と教師か
らの質問回数に大きな変化はなかったが、それ以外
の生徒に関しては?デジタルカメラ画像表示なし場
面>より?デジタルカメラ画像表示あり場面>の方
が教師の生徒に対して質問をする回数が約 2倍に増
えた。
５．教師へのアンケートの結果
デジタルカメラの画像を用いて「帰りのホーム
ルーム」を実施することの有効性、簡易性等につい
て、教師にアンケートを実施した結果を表 4に示し
た。多くのアンケート項目において肯定的な結果が
得られた。特に指導目的の必要性、デジタルカメラ
の画像を用いた授業の簡易性については「とてもそ
う思う」の評価であった。また、汎用性に関しても、
先生自身が他の授業でもデジタルカメラの画像を用
いていきたい旨が記述されていた。
考 察
１．教師の指示に対する生徒達の応答
生徒 EFは日頃から教師の指示への反応が高かっ
たり、質問に対して発言したりすることが多い生徒
であったが、生徒ABDは教師からの指示や質問に
応答することが少ない生徒であった。
結果の「1．教師の指示に対する挙手または発言の
有無」の表 2からわかるように、デジタルカメラの
画像がある場面によって、教師の指示に対する挙手
で変化が見られたのは生徒 Cのみであり、デジタル
カメラの画像がある場面を構成するだけでは、日頃、
自ら発表することの少ない生徒の発表行動を促すま
でにはいたらなかった。つまり、教師が 1日の振り
返りを発表してもらう際の指示として「今日、何を
勉強したか発表してくれる人？」と伝えていたが、
その指示では、たとえ、デジタルカメラの画像があ
る場面であっても、生徒の自ら発表を促すことがで
きなったということである。その要因としては、次
のようなことが考えられる。
①指示内容の複雑さ
「今日、何を勉強したか発表してくれる人？」と
いう指示は、発表を自ら行うことにいたらなかった
生徒達にとっては指示内容が複雑であったり、理解
が難しい指示であったりした可能性がある。した
図４ 教師から生徒への質問回数
表４ 教師へのアンケートの結果
1．指導目的の必要性 とてもそう思う………………………………
2．デジタルカメラ画像を用いる方法の有効性 1 そう思う………
3．デジタルカメラ画像を用いる方法の有効性 2 どちらとも……
4．指導の効果があった そう思う……………………………………
5．デジタルカメラの画像を用いた授業の簡易性とてもそう思う
6．デジタルカメラ画像操作の簡易性 そう思う……………………
7．デジタルカメラの汎用性 そう思う………………………………
どのような授業で用いたいか？
◇作業学習における作業態度を撮影して、作業学習の振り返り
に使用したい（製品の数やできばえは物があるので、生徒達
も振り返るきっかけになりやすいが、作業態度に関しては、
デジタルカメラの画像があるとこれまでより振り返りがしや
すくなると考えられます）。
◇友達との関わり場面を撮影して、望ましい関わり方や望まし
くない関わり方を「視覚的」伝える時に使用してみたい。
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がって、たとえ、デジタルカメラの画像がある場面
であっても、デジタルカメラの画像がその指示を理
解する補助的な役割を持ち得ていなかったと考えら
れる。
しかし、生徒 Cに関しては、デジタルカメラの画
像のある場面では、自ら発表をする行動が出現して
いるので、生徒によってはデジタルカメラの画像が
発言を促す手がかりになりうることも考えられる。
児童生徒達が授業に自発的な行動を行っていくた
めには、教師が指示・質問を出した際に、それにで
きるだけ反応できる状況を設定する必要があると考
えられる。それは、教師が「わかりやすい質問・指
示」を出すことが必要である。
これらのことから考えると、今後、デジタルカメ
ラの画像を用いた場面における教師の指示の内容を
より短くし、同時に生徒達が理解できることばを用
いた場合に、教師の指示に対して自ら挙手をして発
言しようとしなかった生徒達がどのような変化を見
せるかを検討する必要があると考えられる。
②これまでの学習歴や個人の特性
今回、デジタルカメラの画像のある場面において
教師の指示に自ら発言するための挙手をしなかった
生徒A・B・Dは、本研究を実施する以前より、日常
生活の簡単な指示では理解し行動に移せることも
あったが、授業において教師の指示に対して自ら発
言をするために挙手等をする生徒ではなかった。生
徒Aは人前で発表することへの緊張によって、また
生徒 B・Dは音声言語の理解の困難さがあることに
よって自ら発言をするにはことはなかった。これま
で、これら個人の特性に対してより特性に配慮した
指示が行われないまま「帰りのホームルーム」が実
施されたいたために、生徒A・B・Dは教師から指名
をされたのちに質問に応えることを積み上げてきて
いた。したがって、先述したようにこれまでと同じ
指示にデジタルカメラの画像がある場面を設定して
も生徒A・B・Dの自ら発言をする行動を促すには至
らなかった。
今後、指示に対する生徒達の反応性を日頃より高
めていくことが必要である。そのためには、教師は
対象生徒達がわかる指示を出し、その指示に対する
対象児の反応がないままにするのではなく、反応を
引き出すための手がかりを与え、反応を引き出し、
さらにその反応と指示内容を結びつけるための評価
（例として、「○○」という指示で対象生徒の反応が
あった場合、「○○できたね」という評価）をしてい
くことが必要であると考えられる。また同時に対象
児が理解して課題遂行できる手がかりとなる教材を
準備していくことも重要である（村中・小沼・藤原，
2009）。
２．教師の質問に対する生徒達の応答
生徒 Fは?デジタルカメラ画像表示あり場面>よ
り?デジタルカメラ画像表示なし場面>の方が教師
の質問に対する応答率が高かったが、それ以外の生
徒では、?デジタルカメラ画像表示あり場面>におい
て、教師の質問に対する応答率が伸びた。
生徒Aに関しては、?デジタルカメラ画像表示な
し場面>では、教師の質問にことばで答えることは
本人の特性である人前でしゃべることの緊張により
なかなかできなかったが、?デジタルカメラ画像表示
あり場面>は教師の「○○はどれ？」などとモニター
に映し出された画像を指さしする行動が増えたり、
小さな声ではあるが、モニターに映し出された友達
や教師の名前を言ったりすることができた。このこ
とから、デジタルカメラの画像が本人の反応性を高
める手がかりになりえたといえる。同様に、生徒 B
はモニターに映し出された画像を指さしする行動が
増えたことによって反応率が増加した。このことよ
りデジタルカメラの画像によって、これまでの生徒
の反応方法でない方法を促すことができたと考えら
れる。
生徒 C・D・Eに関しては、?デジタルカメラ画像
表示なし場面>では、教師が質問したことばから本
人が知っていることばを単に繰り返して言っている
ことが多かったが、?デジタルカメラ画像表示あり場
面>ではモニターに映し出された画像の様子を単語
で答える等の反応が増えた。このことは、?デジタル
カメラ画像表示なし場面>では、本人の 1日の学習
を起想させるための手がかりがない状況であり、結
果的に教師が質問したことばから単に繰り返して答
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えていることが多かったが、?デジタルカメラ画像表
示あり場面>では、デジタルカメラの画像が、本人
の 1日の学習を答えるためにきっかけになっていた
と言える。
一方で生徒 Fに関しては?デジタルカメラ画像表
示あり場面>では、教師の質問に対して考え込む様
子が見られたことから、?デジタルカメラ画像表示な
し場面>では、本人が使用できることばの範囲で教
師の質問に答えていたが、?デジタルカメラ画像表示
あり場面>では、デジタルカメラの画像に移ってい
る物や活動を質問されて、その名称等が出てこない
ために教師の質問に対する反応率がさがったと推察
できる。それは、図 4の教師からの質問回数におい
ても、生徒 Fに対しては?デジタルカメラ画像表示
なし場面>より?デジタルカメラ画像表示あり場面>
の方において質問回数が増えていることからも言え
る。つまり、?デジタルカメラ画像表示あり場面>の
方においてやりとりが成立するために質問回数が増
えたのではなく、生徒 Fに関しては、?デジタルカメ
ラ画像表示なし場面>に比べ反応が少なくなったた
めに、教師が再度質問を出すことが増えたためであ
るするためである。
このようにデジタルカメラの画像は、教師の質問
に対して、①反応方法そのものを拡大することがで
き、②反応するためのきっかけとなりえることがで
き、③記憶を起想するためのきっかけになりえるこ
とができたと考えられる。
３．発表者等への注目
生徒Aを除いては?デジタルカメラ画像表示あり
場面>の方がより生徒 Eへの注目率が高かった。特
に生徒 B・Dは?デジタルカメラ画像表示あり場面>
において生徒 Eがデジタルカメラの画像を説明し
ている場面に対して注目することが多かった。
生徒 B・Dに関しては教師だけでなく、他の生徒が
言葉で説明をしている場面では、その言葉の理解の
困難さから注意を向けていくことが困難であったと
予測される。しかし、?デジタルカメラ画像表示あり
場面>では、注意を発表者およびデジタルカメラの
画像に向けることができていた。ことばの理解が困
難な生徒に対しては、デジタルカメラの画像だけに
とどまらず、本人にとってわかりやすい視覚的な教
材を準備することが授業や活動に参加するきっかけ
となることが再認された。このことは生徒Aにおい
ても同様に考えることができる。生徒Aは?デジタ
ルカメラ画像表示なし場面>の方がより生徒 Eの発
表に注目する時間の割合が高かった。生徒 Eが 1日
の学習した内容を発表する際は、作業学習において
制作した製品を見せながら発表することが多かっ
た。生徒Aは生徒 Eと同じ作業班であったため、そ
の製品に注意をむけることが多かった。この生徒A
の反応から視覚的な情報があることが注意を引くた
めには重要であることがうかがえる。しかし、生徒
Eが視覚的情報である作業製品を用いて発表してい
ても生徒 B・Dは生徒Aほどに生徒 Eに注意をむけ
ることはなかった。
このことより、視覚的教材も単に準備をすればよ
いのではなく、生徒自身がその視覚的教材が何であ
るのかが理解できることが必要であることが推察さ
れる。視覚的教材が何であるか理解できるように提
示することができれば、生徒達の注意を引くことに
もなり、それによって指示・質問を行う際にも反応
を引き出すために有効であることが考えられる。
４．教師からの各生徒に対する質問機会における質
問回数
生徒 Eに関しては?デジタルカメラ画像表示なし
場面>?デジタルカメラ画像表示あり場面>と教師か
らの質問回数に大きな変化はなかったが、それ以外
の生徒に関しては?デジタルカメラ画像表示なし場
面>より?デジタルカメラ画像表示あり場面>の方
において教師が生徒に対して質問をする回数が約 2
倍に増えた。
しかし、生徒A・B・C・Dと生徒 Fとでの質問回
数の増加の質は異なっていた。生徒A・B・C・Dは
?デジタルカメラ画像表示なし場面>では、教師の
質問に対する反応が少なかったために、教師が生徒
の反応を待っていたり、複数の質問をしたりするこ
とができなかった。一方で?デジタルカメラ画像表
示あり場面>では生徒の反応が得られるために、生
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徒の反応を待つことなく質問をすることが可能で
あったし、複数の質問をしても生徒が反応できたた
め教師からの質問回数が増加したと考えられる。
しかし、生徒 Fに関しては考察の「教師の質問に
対する生徒達の応答」で述べたように単純に?デジ
タルカメラ画像表示あり場面>の方がやりとりが成
立するために質問回数が増えたのではなく、?デジタ
ルカメラ画像表示なし場面>では、教師の質問に対
して生徒 Fが考え込んでしまうことがあったため
質問に対する反応が少なくなり、教師が再度質問を
出すことが増えたためであるするためであった。
これらのことから基本的には視覚刺激による教材
を用いることによって、教師と生徒のやりとりが促
進される可能性があることが示唆される。しかし、
視覚的教材そのものが生徒にとって自発的な行動や
やりとりを促すものになりうるように利用していく
必要があることがうかがえる。
５．デジタルカメラの画像を用いる有効性・簡易
性・汎用性について
授業を担当した教師からのアンケート項目におい
て多くの肯定的な結果が得られた。特に指導目的の
必要性、指導の効果、デジタルカメラの画像を用い
た授業の簡易性について「とてもそう思う」「そう思
う」の評価であった。このことは、授業や活動を構
成していくうえでは重要なことであると考える。授
業や活動を構成する際、教材等を作成する労力と指
導効果は比例していくことが望ましい。そうでなけ
れば、教師が授業や活動の構成にあたって、教材を
工夫することに負担を感じてしまう可能性がある。
今回のデジタルカメラの画像を用いた授業は教師の
負担なく実施でき、さらに指導の有効性も感じるこ
とができるものであったと考えられる。今後、この
ようなデジタルカメラの画像を授業や活動場面に導
入する方法を検討してくことが望まれる。特にアン
ケートにも記載されていたが、生徒の学習態度や対
人関係といった本人達には客観視することが困難で
ある行動をデジタルカメラで撮影して、その様子を
振り返るための教材に利用できるかどうかの検討は
デジタルカメラの画像の汎用性を拡大するには必要
であると思われる。
霜田・井澤（2005）は特別支援学校での「作業学
習」において、作業製品に対する仕上げの目標枚数
と作業技術・態度に関する目標を生徒本人が自己評
価する取り組みを行ったが、対象生徒は目標枚数の
正確な自己評価ができるようになり、それに伴い仕
上げ枚数の向上が見られた。しかし、作業技術や態
度に関しては、自発的に適切な目標設定や自己評価
はできず、作業技術・態度の大きな改善は見られな
かったと述べている。その要因として目標数といっ
た明確な目標に対しては、作業技術・態度といった
行動そのものを叙述する必要のある目標に関して
は、その明確さが欠け、適切な目標設定や正確な自
己評価、さらには作業技術・態度の改善につながら
なかったものと考えられる。
このように本人達の記憶に頼らなければ振り返り
のしにくい行動に対しては、デジタルカメラで撮影
した画像を利用していく効果が期待できる。
６．デジタルカメラ画像の教材としての効果
本研究は特別支援学校での「帰りのホームルーム」
の授業において、視覚的教材としてのデジタルカメ
ラの画像を用いる効果の検討を行った。特に、「帰り
のホームルーム」での 1日の振り返り活動において、
?デジタルカメラ画像表示あり場面>での教師から
の指示に対する挙手、教師からの質問に対する応答、
発表者への注目、教師の発表者への質問回数を検討
項目とした。また、授業を実施した教師に授業に於
いてデジタルカメラの画像を用いることの有効性・
簡易性・汎用性に関して検討をした。その結果、次
のような効果と課題が見いだされた。
○教師からの質問に対する生徒の反応を高めるため
の教材になりうる。
○画像が 1日の学習を振り返るためのきっかけにな
る。
○教師の生徒への質問や問いかけのバリエーション
が広がる。
○発表者等への注目を促すことができる。
○教師の負担なくデジタルカメラの画像を授業に導
入することが、さらに指導の有効性も感じること
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ができるものであった。
○「帰りのホームルーム」の 1日の学習の振り返り
場面だけでなく、他の授業や活動における振り返
り等の場面に応用する汎用性の可能性がある。
◇視覚的教材としてデジタルカメラの画像を提示す
れば効果が得られるわけではなく、視覚的教材を
生徒本人が見て、何をすべきかがわかるように学
習を積み上げる必要性がある。
同様の視覚的教材としてビデオ撮影した画像を用
いる方法が考えられるが、ビデオはデジタルカメラ
に比較して撮影するのに手間が掛かる。その点から
もデジタルカメラの画像を教材として用いて有効性
が考えられる。
このデジタルカメラの画像を用いる方法は、学習
指導要領総則等で言われている「児童又は生徒の障
害の状態や特性等に即した視聴覚教材・教具の創意
工夫し、指導の効果を高めるようにすること」に合
致するものと考えられ、さまざまな授業での利用を
検討していく必要がある。
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